
高松キャンパス共通                                        平成２９年度 

科 目 名 
英語 Ⅴ 
English V 

担当教員
安部 剛 

(窓口教員：鳥羽素子) 
学  年 5年 学  期 通年 履修条件 選択 単位数 2 

分  野 一般 授業形式 講義 科目番号 17120053 単位区分 履修単位 

学習目標 
社会人として必要となる実践的な英語コミュニケーション能力及び国際的視野を身につけることを

目指す。Listening, Speaking, Reading, Writingの 4 技能のWritingを総合的に向上させる。 

進 め 方 

Writing教材を活用して英作文能力を高める。英作文テーマを与えて、各自の意見・感想の板書を通

して、クラス全員の多様な考え方を学ぶ機会を数多く持たせる。 
科学英文読解を通じて英語論文の書くため英語表現を学び，理系学生のための科学論文の書き方を

学ぶ。 

学習内容 

学習項目（時間数） 学習到達目標 

オリエンテーション (1) 
Smart Writing  Chapter 11 
Smart Writing  Chapter 12 (7) 
英検２・準１級題のWriting 問題 (6)

・文章を英語の論理展開に沿って書くための技術を学ぶ。 

・パラグラフライティングの構造を理解する。 

・賛成・反対意見を書くための必要な表現・文法を学び、 

自分の考えや意見を述べる。 

・ 学習・教育目標：(D-2) 
前期中間試験 (2)  

中間試験解説・返却(1) 
Smart Writing  Chapter 14 
Smart Writing  Chapter 1・2・3・4 (8) 
英検２・準１級のWriting 問題 (3) 
Review (1)  

・Eメールの形，表現とビジネスレターのマナー，ルールに 

ついて学ぶ。 

・自分の英文履歴書を書くための必要な表現や書き方を学ぶ。

・科学英語論文の講読により読解力を向上させる。 

・英語でのライティングを通じて自分の意見を述べる。 
 ・学習・教育目標：(D-2)  

前期末試験   

試験返却 (1)  
Smart Writing  Chapter 5 
Smart Writing  Chapter 6 
Smart Writing  Chapter 7 (12) 
英検２・準１級問題のWriting 問題 
Review (2)  

・人物の外見・性格・気質等の英語表現を学ぶ。 

・場所・場面の特徴を分かりやすく書く表現を学ぶ。 

・人物や物事の定義し、詳しく説明する表現を学ぶ。 

・科学英語論文の講読により読解力を向上させる。 

・英語でのライティングを通じて自分の意見を述べる。 

 学習・教育目標：(D-2) 
後期中間試験 (2)  

中間試験解説・返却 (1) 
Smart Writing  Chapter 8 
Smart Writing  Chapter 9 
Smart Writing  Chapter 10 
Smart Writing  Chapter 13 (9) 
英検２・準１級のWriting 問題 (3) 
Review (1) 

・人物や物事の類似・相違点を分かりやすく書く技術を学ぶ。 
・問題を明確に指摘して解決策を説明する文章の書き方を学ぶ。

・科学英語論文の講読により読解力を向上させる。 

・英語でのライティングを通じて自分の意見を述べる。 
 
 
 学習・教育目標：(D-2) 

後期末試験  
試験返却 (1)  

評価方法 ・定期試験  80％・小テスト 10％・提出物 5%・発表点 5%として評価する。 

履修要件   特になし 

関連科目  

教  材 (1) Smart Writing: Active Approach to Paragraph Writing（ 成美堂）(2)  総合英語 Forest  (3) コーパス4500  

備  考 

・理解度，定着度に応じて進度を調整することがある。 
・辞書は，英和「ジーニアス」が，和英として「プログレッシブ」または「ジーニアス」及び 
英英・類語辞典がコンテンツとして入っている電子辞書か紙媒体の辞書を各自用意すること。 

・再試験は実施しない。 


